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ールのソースコードがあることは少な

い。モジュールのバイナリを渡され、

それを実行すると例外が発生するが、

ソースコードはない。このような状態

でどのようにデバッグを進めたらよい

のだろうか？

ソースコードがないので、当然だが

根本的な原因はつかめない。もちろん、

自分の担当分のコードに原因があるの

なら話は別だが、結合している他者の

モジュールのソースコードがなければ、

できることは限られてくる。この場合、

故障原因の追求はあきらめ、

故障部位（例外が発生したコードの場

所）の特定

を目指そう。ソースコードがないのに

どうして故障部位が特定できるのか、

疑問に思う方も多いだろう。こんなと

きに役に立つのがWinDbg（Debugging

Tools for Windows）とSOS.DLLであ

る。これらは、例外発生時に例外を起

こしたアプリケーションの情報を記録

したuser.dmpを解析するためのツール

およびモジュールである。

今回はこれらの利用手順と、コード

がない環境で故障部位を特定する方法

を説明する。user.dmpのような「ダン

プファイル」の解析は敷居が高いと思

うかもしれないが、故障部位の特定で

あればそれほど困難ではないのでぜひ

マスターしてもらいたい。

■例外が起こると？

まずデフォルトの状態でアプリケー

ションが例外を起こすとどうなるのか、

0除算する簡単なサンプルコード（リス
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■ソースコードがない場合のデバッグ

前回はサードパーティ製のモジュー

ル（DLL）が悪さをしているときにど

のようにデバッグするかについて説明

した。モジュールのソースコードが手

元にあるという前提でデバッグ方法を

紹介したが、現場でそんなラッキーな

ケースは少ないだろう。

各開発者のコーディングが終了して

から他者の開発したモジュールと結合

し、「実行中例外発生」→「どのコード

で起こっているのか？」と問題の切り

分け作業をする。このときに、モジュ
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この記事で取り上げたソースコード
およびサンプルプログラムは、
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からダウンロード可能です。
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ト1）を例にみていこう。

実システムでの動きを確認するため

にはRelease版（リリースビルド）の挙動

を調査すべきである［注1］。そのため、こ

こではRelease版を実行する（図1）［注2］。

サンプルコードのプロジェクトをリリ

ースビルドして実行すると、図2のよう

に例外が発生したことを伝えるポップ

アップが表示される。このポップアップ

で注目してもらいたい箇所が2つある。

ひとつ目は「例外テキスト」以下に

表示されているメッセージである。今

回は次のメッセージが表示されている。

System.OverflowException: 算術演算

の結果オーバーフローが発生しました。

0除算なので冒頭の「算術演算の結

果」はまだわかるが「オ

ーバーフローが発生しま

した」は直感的にわかり

にくいだろう。このよう

に、ここで表示されるメ

ッセージはあまり役に立

たないことが多い。

次に注目してもらいた

いのは上記のメッセージ

の下に書かれている「場

所」のリストである。特

に、最上位に書かれている「btnExcep

tion_Click」に注目してほしい。このイ

ベントハンドラはリスト1でも示したよ

うに、0除算をしている関数そのもの

である。

この「場所」は、例外が起こるまで

の関数呼び出しの順番を示しており、

表記されている下の関数から上の関数

へと順に呼び出されている。そのため、

今回であれば例外を起こした（0除算し

た）イベントハンドラ「btnException_

Click」が最上位にきているのである。

したがって、今回は「btnException_

Click」から調査を始めることになる。

ではこのポップアップの情報で故障

部位がわかるかというと、これだけでは

不十分なことが多い。たとえばリスト2

に示すコードをみてもらいたい。EXE

からDLLのメソッドを呼び出して例外

が発生していることはEXEのコード、

em.MakeException()

ですぐに確認できる。しかしポップアッ

プ（図3）の「場所」の最上位が「Make

Exception」ではなく「CallException_

Click」であることがわかる。これでは本

当に0除算が行なわれた場所とは異な

るので故障部位を特定しているとは言

えない。ではどうすればよいのか？ こ

図1：リリースビルドの設定（ソリューションのプロパティの「構成」で“Release”を選択）

図2：リスト1実行時に表示される例外のポップアップ

Private Sub btnException_Click( _
ByVal sender As System.Object, _
ByVal e As System.EventArgs _
) Handles btnException.Click

Dim i As Integer = 1
Dim j As Integer = 0
Dim k As Integer = 0

k = Division(i, j)
End Sub

Private Function Division( _
ByVal numerator As Integer, _
ByVal denominator As Integer _
) As Integer

Return numerator / denominator
End Function

リスト1：0除算する簡単なサンプルコード（サ
ンプルMakeExcpt）

注1）Release版とDebug版の違いは以下のURL
を参照。
http://msdn2.microsoft.com/ja-jp/library/dykf6b
x9.aspx
注2）Release版の作成方法の詳細は以下のURL
を参照。
http://msdn2.microsoft.com/ja-JP/library/wx0123
s5.aspx




